
浸水対策の効果事例 岩手県宮古市

◯宮町三、四丁目地区は、大雨により、頻繁に浸水被害が発生
◯浸水被害が発生するたびに、市民生活や経済活動に多大な影響が出ていた
◯浸水被害軽減を図るため、雨水ポンプ場を整備

千徳雨水ポンプ場整備事業（概要）
・排水区域面積 26 ha（区域外流入11.2 ha）
・計画降雨強度 51 mm/時間（１０年確率）
・計画排水量 190 m3/分 （Φ900ｍｍポンプ×2基）
・整 備 期 間 平成２７年５月～平成３１年３月

浸水被害を大幅に軽減し、 安心安全な生活環境を実現
千徳雨水ポンプ場
平成31年3月完成

平成28年8月 台風10号
（時間最大雨量：80mm/hr）

令和元年10月 台風19号
（時間最大雨量：85mm/hr）

床上：111戸
床下： 32戸

床上： 0戸
床下： 1戸

千徳雨水ポンプ場

浸水被害状況（国道106号）



対策後シミュレーション結果

同じ対象降雨に対し，暫定施設整備
で浸水被害を軽減

対策前シミュレーション結果

仙石排水
ゲートポンプ 田子集水路

○市東部の低平地区に位置する 福田町排水区( 243 ) は， 土地利用変化によ る 流出係数の増加などから 浸水被害が多発し ていた。
○当該地区の雨水排除は小鶴雨水ポンプ場（ 25ｔ /s） が担う 計画である が， 財政的制約等によ り 事業化の目途が立っていない状況にあった。
〇震災によ る 沿岸部から の防災集団移転先と し て， 当該地区に隣接する 形で市街地が形成さ れる 事になり ， 浸水リ ス ク が更に高まった。
〇そこ で， 浸水常襲地区をタ ーゲッ ト と し た軽減対策と し て， 小鶴雨水ポンプ場の樋門の先行整備を行う と 共に， ポンプゲート を組み込んだ

排水ポンプ場の暫定整備を行った。

浸水対策の効果事例 宮城県仙台市

完成写真

ポンプゲート方式：Q＝6.0m3/s
樋門・樋管：２□3,500×2,000 L≒30m

小鶴雨水ポンプ場
（計画）

仙石排水ポンプ場
（暫定ポンプゲート）

概要図

浸水常襲区域

防災集団移転先整備区域

浸水常襲区域

浸水常襲区域

現況 暫定整備後

0㎝ ～ 5㎝ 16.955ha 20.940ha

5㎝ ～ 10㎝ 1.127ha 0.851ha

10㎝ ～ 20㎝ 1.767ha 0.984ha

20㎝ ～ 45㎝ 2.008ha 0.809ha

45㎝ ～ 1.880ha 0.153ha

23.737 23.737

浸水深
面積（ha）

合計



○茨城県北茨城市磯原町本町地区では、 昭和４ ６ 年浸水対策と し て、 排水ポンプ場供用開始。
○昭和６ １ 年８ 月の台風１ ０ 号によ り 大規模な浸水被害が発生。

（ 大北川堤防湧水Ｌ ＝５ ０ ０ ｍ、 約２ ５ ０ 世帯避難命令、 床上１ ３ ０ 戸・ 床下６ ５ 戸）
○平成４ 年度公共下水道事業と し て整備。
〇令和元年度の台風１ ９ 号などで効果を発揮し 、 浸水被害の発生を防止・ 軽減。

都市浸水対策の効果事例（ 令和元年台風第１ ９ 号） 茨城県北茨城市

磯原駅東排水ポンプ場
所 在 地 ： 北茨城市磯原町本町２ 丁目
排水区域 ： １ ６ ｈ ａ
排水能力 ： １ ２ ２ ． ８  ／分
ポンプ数 ： ３ 台

排水区域



○昭和５ ７ 年の台風１ ８ 号によ り 大規模な浸水被害が発生。
○下水道事業と し て、 市野川雨水ポンプ場を整備。
○令和元年度の台風１ ９ 号等の台風などで効果を発揮し 、 浸水被害の発生を防止・ 軽減。

その他上記区分以外の浸水対策に関する 効果事例 埼玉県東松山市

昭和５７年 台風１８号被害状況
浸水面積 約３３ｈａ、床下浸水 ４２戸
床上浸水 １０５戸 、道路冠水 約３．６ｋｍ

昭和５７年（台風１８号）の降雨記録及び吐き口ゲート開
閉状況
降水量（一日） ：２６６．５ｍｍ
吐き口ゲート全閉：９月１２日 １５：２０
吐き口ゲート全開：９月１３日 ０：３０
※ゲート閉鎖時間：約１０時間

令和元年（台風１９号）の降雨記録及び吐き口ゲート開閉
状況
降水量（一日） ：２８６ｍｍ
吐き口ゲート全閉：１０月１２日 ９：００
吐き口ゲート全開：１０月１４日 １０：００
※ゲート閉鎖時間：４９時間

市野川雨水ポンプ場
平成８年３月３１日供用開始

令和元年台風１９号被害状況
（雨水ポンプ場処理区域内）
床上・床下浸水 ０戸、一部道路冠水 有

効果
対策実施に伴い、浸水被害を大幅に軽減

昭和５７年 台風１８号
浸水被害状況



○金田西地区においては土地区画整理事業の進展に伴い、 大雨時の浸水被害に悩ま さ れていた。
○平成２ ７ 年よ り 平成３ ０ 年にかけて雨水ポンプ場の整備を行い、 平成３ ０ 年６ 月に供用開始。 （ 排水能力 最大４ ６ ６  /分）

○令和元年度の台風１ ５ 号、 １ ９ 号は、 長期間の停電と 降雨にも かかわら ず、 雨水ポンプ場の排水機能と 自家発電施設に
よ り 浸水被害の抑制に寄与し た。

木更津市金田西地区における 浸水対策の効果事例 千葉県木更津市

道路冠水写真
（ 金田西特定土地区
画整理事業地内）

金田東地区

東
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湾
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ラ
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金田西地区

金田西雨水ポンプ場諸元
①整備年度 ２ ７ ～３ ０ 年度 建設工事 ６ 月１ 日 供用開始
②事業費 ４ ９ ． ９ 億円（ う ち用地費０ . ５ 億円）
③敷地面積 １ １ , ８ ０ ７ ㎡（ ポンプ場 ４ , ０ ６ ３ ㎡、 調整池 ７ , ７ ４ ４ ㎡）
④ポンプ能力 原動機： １ ９ ４  /分×２ 基 電動機： ７ ８  /分×１ 基
⑤発電機 発電能力： ３ ７ ５ ｋ Ｖ Ａ

ポ
ン
プ
場
設
置
前

ポ
ン
プ
場
設
置
後

設置後、 台風時の道路冠水など の被害の抑制に寄与し た。

金田西雨水ポンプ場（ 新設）

金田地区全体図



○香取市北部第６ 排水区は、 東日本大震災によ り 地盤沈下が発生し 、 排水区内の雨水排水能力が低下。
○既設のゲート 付ポンプでは能力が不足し 、 頻繁に道路冠水が発生し ていた。
○新たに排水機場（ 水郷町ポンプ場） を整備し 雨水排水能力を確保し たこ と で、 道路冠水の発生が無く なった。

地盤沈下に伴う 雨水排水対策の効果事例 千葉県香取市

北部第６排水区

面積 ２５ｈａ

人口
（世帯数）

約3,100人
（約1,300世帯）

国道356号

既設ｹﾞｰﾄ付ﾎﾟﾝﾌﾟ脇に
新たに排水機場を整備

道路冠水発生区域

Ｐ

香取市役所

整
備
状
況

被
害
状
況

効
果

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

０回 ０回 ０回 ０回

H29年 9月28日(34.5㎜/h)
H29年10月22日(31.0㎜/h)
R  1 年 7月16日(55.0㎜/h)
R  1 年 7月23日(42.5㎜/h)
R  1 年 9月 9日(42.0㎜/h)
R  1 年 9月25日(39.0㎜/h)

年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度

冠水回数 ４回 ３回 １回 ２回

発生日
(時間最大雨量)

6月20日(18.0㎜/h)
8月 6日(40.5㎜/h)
8月18日(30.5㎜/h)
9月12日(33.5㎜/h)

10月16日(55.5㎜/h)
10月20日(33.5㎜/h)
2月15日(22.0㎜/h)

8月10日(66.0㎜/h)
7月 3日(42.0㎜/h)
1月18日(13.0㎜/h)

対策後対策前

H28年9月
稼働開始

東日本大震災以降、頻繁に道路冠水が発生 対策前は冠水が発生していた強度の降雨でも
道路冠水の発生無し

対策実施に伴い、道路冠水の発生が無くなった

水郷町ポンプ場
（排水能力150 /分）

ゲート １門
自動除塵機 １基
横軸水中ポンプ ２台
調整池(400 ) １池

高強度
降雨日



○大網白里市駒込周辺では、 昭和から 平成にかけて台風に伴う 大雨で浸水被害が頻発し ていた。
○大網駅付近の区画整理事業の計画に合わせ、 下水道事業で駅周辺の排水を目的と し た小中川雨水第二ポンプ場を整備。
○平成２ ２ 年度の供用から 効果を発揮し 、 浸水被害の発生を防止･軽減。

都市浸水対策の効果事例 千葉県大網白里市

過去の浸水被害状況
小中川雨水第二ポンプ場排水区

小中川雨水第二ポンプ場



新南五味塚ポンプ場
平成30年12月供用開始

凡例

○四日市市の楠町南五味塚地区は、鈴鹿川下流に位置し低地なため、浸水被害が頻繁に発生していた
○近年では平成24年台風17号の台風により、多くの家屋が浸水被害を受けた
○平成30年12月に新南五味塚ポンプ場が供用開始後の令和元年9月の豪雨においては、浸水被害は発生しなかった

新南五味塚ポンプ場の効果事例 三重県四日市市

事業計画区域

H24床下浸水 27件

H24床上浸水 8件

鈴鹿川

65

163

85

204

0

100

200

300

最大降雨量 累積降雨量mm

H24 R1



浸水対策の効果事例について（伊勢市駅前）

○伊勢市内を流れる1級河川勢田川流域は、台風及び豪雨の度に浸水被害が発生し特に昭和49年の七夕豪雨による浸水被害が
甚大であったことから、河川改修とあわせ雨水排水施設整備（特に雨水ポンプ場整備）を行いました。

○平成31年10月の台風第19号に伴う豪雨では、これまでに整備した雨水ポンプ場の効果により浸水被害が発生しませんでした。

三重県伊勢市

昭和49年7月 七夕豪雨
浸水被害を受けた伊勢市駅前の様子

平成31年10月 台風第19号に伴う豪雨
雨水ﾎﾟﾝﾌﾟ整備により浸水被害の無かった

伊勢市駅前の様子

昭和49年7月 七夕豪雨による浸水被害を受け
計画された雨水ポンプ場

雨水ﾎﾟﾝﾌﾟ及び
幹線水路整備

完了後

伊勢市駅

宇治山田駅

伊勢市役所
伊勢神宮
（外宮）

昭和58年供用開始

平成11年供用開始

平成27年供用開始

← 一級河川勢田川

・台風第19号に伴う降雨
時間最大雨量 34mm/h
累積雨量 350mm

(10/11 20時～10/12 19時)
観測所：県伊勢庁舎



浸水対策の効果事例について

○白子地区（渚排水区）は，予てより道路冠水等の浸水被害が頻発。
平成16年には床上浸水を含め，大規模な浸水被害が発生し，近隣住民より早急な対策が求められていた。

○浸水被害の軽減をはかるために，平成25年度より，渚雨水ポンプ場の建設に着手。
○平成30年５月に渚雨水ポンプ場が完成したことにより，浸水被害は発生しておらず住民の安全が確保された。

■ 渚雨水ポンプ場 の完成■

白子駅

白子地区

鈴鹿市

■ 渚排水区における近年の降雨状況と浸水被害 ■

白子地区

P

駅前広場整備

国道２３号

渚排水区

浸水箇所

：平成２４年

：平成２１年

：平成１６年

白子川

渚雨水ポンプ場

旭が丘雨水調整池

白子駅

平成18年

雨水幹線

排水区

堀切川

街の賑わいが復活！

新生公園雨水調整池

平成30年

近鉄名古屋線

渚雨水ポンプ場の整備後，浸水被害は発生していない。
地域の安全性が確保された。

浸水被害 最大時間雨量 総雨量 床下浸水 床上浸水 道路冠水 計

（ 戸） （ 戸） （ 戸）

平成1 6 年 9 月 4 7 ｍｍ/h r 2 2 5 ｍｍ 1 5 6 3 あり 1 5 9

平成2 1 年1 0 月 6 0 ｍｍ/h r 1 8 3 ｍｍ - - あり -

令和 １ 年 9 月 6 0 ｍｍ/h r 1 6 1 m m - - - -

三重県鈴鹿市



○役場・駅・小中学校が集積しており町域の6割を占める第2排水区では、1時間55mmの豪雨により甚大な浸水被害が発生。
○浸水被害軽減のため、雨水幹線及び忠岡雨水ポンプ場施設の整備を促進。（H29末 雨水面整備率87％）
○平成26年10月の台風19号（時間最大雨量40mm・総雨量120mm）、平成29年10月の台風22号（時間最大雨量20mm・総雨量
250mm）では、当地区の床上・床下浸水被害の報告は0件。

○浸水被害の軽減・雨水面整備率の向上が当地区の世帯数増加に寄与している。

浸水対策に関する効果事例 大阪府泉北郡忠岡町

排水区域面積 161.80 ha

計画雨水量 1,060 m3/分

φ1,350mm×233m3/分×4台

φ1,000mm×130m3/分×1台

供用開始 昭和57年5月1日

ポンプ仕様

＜ 忠岡雨水ポンプ場概要 ＞

大津川

阪神高速大阪湾岸線
府道大阪臨海線 府道堺阪南線

南海本線（空港線）

忠岡小学校

忠岡中学校

忠岡駅 忠岡町役場

昭和58年 浸水箇所

（台風10号、時間最大：55mm/ｈ）

平成26年 浸水箇所

（台風19号、時間最大：40mm/ｈ）

◎
文

文

忠岡雨水ポンプ場

Ｐ

雨水２号幹線

整備対象区域

（第２排水区）

浸水被害激減！
（床上・床下浸水は「0」に！）



浸水対策に関する効果事例

○糯ヶ坪地区は平成２５年９月の台風により篠山市内で最も浸水被害を受けた。（床上浸水１４戸・床下浸水４戸）
○浸水原因を調査した結果、排水先の河川水位が上昇したことにより、内水の排水機能が低下したことが判明。
○平成２９年度から雨水ポンプ場（２．０ｍ３／秒）の整備に着手し、平成３０年６月に整備が完了。
○今回の豪雨でも河川水位が上昇したが、ポンプ場により内水の排水機能を確保し、浸水被害は発生しなかった。

河川水位の変動

過去の浸水被害 浸水被害発生時と今回の豪雨時の比較

新設ポンプ場

今回の豪雨では、７／５～７／８の４日間で５９時間に
わたりポンプを稼動。約７．８万ｍ３の内水を排水し、
ポンプ場整備が浸水被害の軽減に大きく貢献。

浸水状況

もちがつぼ

年月日
河川最大

水位(m)

1時間最大

降水量(mm)

24時間最大

降水量(mm)
被害戸数

前回 H25.9.15～16 3.257 19.0 204.5 18

今回 H30.7.5～7.7 3.050 27.5 189.5 0

前回と同規模の
降雨であったが、
浸水被害は０件

兵庫県篠山市

○ 平成30年7月5日～8日（4日間）の観測所雨量と篠山川の水位

･最高雨量 27.mm／hr
･最高水位 3.05ｍ



○岡山市では、過去最大の２４時間降雨(198mm/24h)を記録した平成２３年台風１２号により大規模な浸水被害が発生。
〇大規模な浸水被害が発生した、旭川と笹ヶ瀬川にはさまれた区域等を中心にポンプ場等を整備。
〇笹ヶ瀬川左岸では、事前に旭川合同堰等からの取水制限を実施し、用水等の水位調整を実施。
〇平成３０年７月豪雨では歴代2位の24時間雨量（197ｍｍ/24h）を記録したが、ハード対策、ソフト対策の効果により

浸水被害を大幅に軽減。

浸水対策に関する効果事例 岡山県岡山市

1,250

32

20

0
0

500

1,000

1,500

平成23年12号台風 平成30年7月豪雨

床上浸水
床下浸水

北長瀬ポンプ場
平成24年7月 稼働開始
排水能力 200m3/min

浦安ポンプ場
平成27年3月 356m3/min増強
排水能力 792㎥/min

当新田ポンプ場
平成28年3月 305m3/min増強
排水能力 955m3/min

平成23年台風12号による被害を受け、ポンプ場を整備

平成23年台風12号による浸水

平成30年7月豪雨では、増設分だけで149万m3（東京ドーム1杯分）の雨水を排水！

笹ヶ瀬川、旭川に囲まれた地区の浸水戸数平成23年台風12号による浸水区域

平成30年7月豪雨による浸水区域

浸水確認箇所

浸水確認箇所



○東新田排水区に含ま れる 小月南町・ 小月小島地区では、 かつて梅雨前線によ る 大雨で道路冠水や床下浸水が頻繁に発生。
○浸水対策と し て「 小月啓作排水ポンプ場」 の整備を平成２ ６ 年２ 月に着手し 、 平成３ ０ 年９ 月末に完成。

→令和元年７ 月１ ８ 日降雨（ 時間最大６ ４ ｍｍ、 総雨量１ ４ ０ ｍｍ） では、 雨水排水ポンプを稼動さ せたこ と で、 当地
区の床上・ 床下浸水被害の報告は０ 件と なり 、 浸水被害の軽減に寄与。

平成１ ６ 年９ 月７ 日降雨（ 時間最大４ １ ｍｍ 総雨量５ ４ ． ５ ｍｍ） では、 同地区での床下浸水２ ６ 件の被害報告と
なっている 。

梅雨前線によ る 大雨における 浸水対策の効果事例について 山口県下関市

位置図
（東新田排水区 ６１．５ｈａ）

令和元年７月１８日降雨における施設の稼動状況
排水ポンプを連続７時間稼動（同地区における浸水被害報告０件）

雨水排水ポンプ
（78ｍ3/分×2台）

ポンプ場全景

小月啓作排水ポンプ場

木屋川

浜
田
川

国道2号小月バイパス

Ｊ Ｒ山陽本線

ひがし し んでん

かいさ くおづき

おづき かいさ く

過去浸水状況
（平成１６年９月７日降雨 浸水被害報告 床下浸水２６件）

ひがし し んでん
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○佐賀県唐津市和多田地区では農地の宅地開発が急激に進み、 自然貯留地が急激に減少し ていった。
○遊水地的な機能に適し た地形的悪条件の影響が強く 、 内水対策が望ま れていた。
○平成１ ９ 年４ 月に和多田雨水ポンプ場を設置し たこ と でポンプ場周辺の内水被害は解消さ れた。

浸水対策の効果事例 佐賀県唐津市

平成11年6月29日浸水状況
時間最大雨量82㎜
日最大雨量133㎜
対象区域の床下浸水25戸

平成22年7月14日浸水状況
時間最大雨量64㎜
日最大雨量161.5㎜
対象区域の床下浸水0戸

平成19年4月
和多田雨水
ポンプ場設置

対策後

唐
津
市
和
多
田
地
区

浸
水
被
害
状
況



○グラ フでは、 過去４ 年間の水位・ 降雨量・ 揚水時間を算出
○過去揚水量【 Ｈ27年度（ 9, 607 ） 、 Ｈ28年度（ 35, 711 ） 、 Ｈ29年度（ 0 ） 、 Ｈ30年度（ 67, 795 ） 】
○施設が整備さ れたこ と によ り 、 当該地区の浸水が防除さ れる よ う になった。

人吉市浸水対策の効果事例 熊本県人吉市
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球磨川最高水位(m) 降雨量(mm/d) 揚水時間(min)

頭無川雨水ポンプ場
平成元年１０月竣工



○荒尾市は分流式によ り 、 雨水処理を３ か所の雨水ポンプ場で処理し ている 。
○雨水ポンプ場整備前の浸水被害については記録がなく 比較でき ないが、 近年において大き な浸水被害は確認し ていな

い。

雨水ポンプ場の効果事例 熊本県荒尾市

整
備
状
況

大島雨水ポンプ場 西原雨水ポンプ場 併設雨水ポンプ場

運
転
実
績

効
果

昭和56年供用開始
Φ1200mm×186m 3/分×2台

予備用他2台

昭和52年供用開始
Φ600mm×47m3/分×2台

平成9年改築更新
Φ800mm×90m3/分×2台
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雨水ポンプ場によ り 相当量の雨水排水を行っており 、 整備し ていない場合は市内において浸水し ていた
可能性が高い。



○山鹿市の北町周辺では、 大雨によ り 浸水被害がたびたび発生。
○北町ポンプ場（ 揚水ポンプ４ 台） を昭和５ ２ 年に整備。
○浸水被害の発生を防止。

雨水ポンプ場の効果事例 熊本県山鹿市

山鹿市の雨量状況 単位： ㎜

総雨量 ４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 １ ０ 月 １ １ 月 １ ２ 月 １ 月 ２ 月 ３ 月 合計

平成２ ９ 年度 209.5 114.5 166.5 416.0 166.5 176.5 228.0 29.0 12.5 66.5 46.5 175.5 1807.5 

平成３ ０ 年度 192.5 208.5 429.5 426.0 48.0 316.5 53.0 42.0 72.5 24.0 123.0 133.5 2069.0 

令和元年度 98.5 52.5 149.5 587.0 361.0 83.5 39.0 38.0 107.5 83.0 ー ー ー

北町ポンプ場稼働状況 単位： 時間

延べ運転時間 ４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 １ ０ 月 １ １ 月 １ ２ 月 １ 月 ２ 月 ３ 月 合計

平成２ ９ 年度 ー ー ー 0.9 ー ー ー ー ー ー ー ー 0.9 

平成３ ０ 年度 ー ー 0.6 5.3 ー ー ー ー ー ー ー ー 5.9 

令和元年度 ー ー ー 9.2 2.0 ー ー ー ー ー ー ー 11.2 

ポンプ稼働により直近の浸水被害ゼロ



○芦北町湯北地区では、 下記のと おり 床上浸水被害が度々発生し ていた。
○平成22年度から 平成23年度末に排水能力180 /分のポンプを備えた排水機場を整備。
○平成24年度以降は同地区での床上浸水被害は0件で推移し ている 。

湯北排水機場の効果事例 熊本県芦北町

湯北地区での床上浸水発生件数

年度 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

件数 8 0 0 18 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0 0 0 0



平成１７年 台風１４号 令和元年 梅雨前線豪雨

令和元年 ７月３日平成１７年 ８月３０日

○その結果、 平成１ ７ 年の台風では床上浸水６ 戸、 床下浸水４ 戸であっ た浸水被害が、 令和元年７ 月３ 日の梅雨前線豪雨時には、
同規模の降雨であっ たにも 関わら ず、 床下浸水１ 戸のみと なり 、 大幅に浸水被害を 軽減さ せる こ と ができ た。

○浸水対策と し て、 当排水区域内の雨水幹線等に雨水を強制排除する 「 岳下ポンプ場」 と 「 都島ポンプ場」 を 整備し た。

岳 下 ポ ン プ 場

都 島 ポ ン プ 場

○本市市街地で台風等の襲来に伴い、 一級河川大淀川の水位上昇を 起因と する 内水氾濫によ り 床上床下浸水被害が発生し ていた。

具 体 的 な 取 組 事 業 に よ る 効 果

２ つの 雨水ポンプ場 を整備

【 事業期間】
平成20年度 平成24年度

【 事業期間】
平成26年度 平成29年度

床下浸水１ 戸

床上浸水６ 戸

床下浸水４ 戸

時間最大40㎜
連続降雨 360㎜

軽
減

時間最大31.5㎜
連続降雨 411㎜

令和元年７ 月の梅雨前線豪雨における 浸水対策の効果事例 市宮崎県都城市



下水道総合浸水対策緊急事業によ る 浸水対策の効果事例 鹿児島県鹿児島市

①真砂・鴨池地区は、全体的に地盤高が低く、平成16年8月30日、平成17年9月6日に大潮の満潮時刻に大型の台風が接近した
ことで潮位が異常に上昇し、自然排水が不可能となり、内水による浸水被害が発生した。
この被害を受けて、下水道総合浸水対策緊急事業により、3箇所の雨水ポンプ場の整備等を行った。

②事業実施後、同地区において浸水被害は発生していない。

浸水被害発生エリア

【 浸水被害の概要 】

平成16年 平成17年

床上浸水（戸） 19 25

床下浸水（戸） 220 191

浸水面積（ha） 6.3 14.4

下水道総合浸水対策緊急事業の実施平成16,17年の浸水被害

事業実施後、浸水被害は発生していない。

Ｐ

Ｐ
Ｐ

鴨池第二雨水ポンプ場

鴨池第一雨水ポンプ場 真砂雨水ポンプ場

地盤高が低く、浸水被害のリスクが
高いエリアを事業区域として設定

事業区域

【 事業概要 】

・事業期間：平成19～23年度（5年間）
・事業費：約 8億円

・主なハード対策
高潮位時での内水排除のため、3箇所の雨水ポンプ場を整備

・主なソフト対策
内水ハザードマップを作成・配布

・浸水被害発生時の気象条件
降雨量：28mm/hr
潮 位：TP+2.47m

※鹿児島市公共下水道の整備基準
降雨量：66mm/hr（10年確率降雨）
潮 位：TP+1.50m（朔望平均満潮位）

・浸水被害

浸水発生時の状況



○薩摩川内市では、 昭和４ ６ 年の大水害によ り 、 当市全域において、 3000件を超す浸水被害がみら れ、 以降、 市街地の浸
水対策に重点的に取り 組んでき た。

○向田、 中郷、 平佐の３ ポンプ場が整備さ れており 、 ３ ポンプ場建設後（ 平成11年） 排水区域内において、 浸水被害は0件。

浸水対策の効果事例（ その他） 鹿児島県薩摩川内市

向田ポンプ場(川内文化ホール横)


